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	クラウドファンディングに挑戦中！
	今から30年前。連盟創立当時は、周囲からは「聞こえない人がラグビーをやるなんて危険だ、やめた方がいい」と言われ、デフがラグビーをするには多くの壁がありました。しかし、私たちは決して諦めず、挑み続けてきました。
	2025年、東京デフリンピックによって日本中に広がった「多様性への理解」という大きなムーブメント。本大会は、その熱量を一過性のものにせず、大切なバトンを受け取り、社会をさらに前へ動かすための挑戦です。
	私たちが目指すのは、ろう者・難聴者・聴者が「助ける・助けられる」という枠組みを超え、対等なパートナーとして共に大会を創り上げ、同じ瞬間を「見て」共に熱狂する場です。
	「挑戦が、共生を動かす」。障がいの有無を越えて一つになるこの大会そのものが、私たちが目指すべき「共生社会」の未来像を体現します。そして――30年間の想いを胸に、日本代表は本大会で悲願の「初優勝」へと挑みます。
	(土)
	までご支援受付中！


	200
	目標金額
	万円
	資金の使い道
	「見て」共に楽しむための情報保障費
	　　（手話通訳・サイレントレフリー準備費）
	海外チームの受入サポート費
	ろう,難聴,聴者の共創ボランティア運営費
	全国のろうの子どもたちの大会招待費用

	＼ご支援はこちらから／



